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令和６年度第１回狐禅寺市民センター運営協議会 会議録 

１ 会 議 名 令和６年度第１回狐禅寺市民センター運営協議会 

２ 開催日時 令和６年７月４日（木） 午前10時から午前11時10分まで 

３ 開催場所 狐禅寺市民センターミーティングルーム 

４ 出 席 者 

⑴ 委 員 千葉章悦委員、千葉征輝委員（議長）、菅原正樹委員、福田美雅子委員、 

※欠席者 沖美津子委員 

⑵ 事務局 阿部徹狐禅寺市民センター所長、遠藤真主査、須藤光子生涯学習支援員 

５ 議 題 

⑴ 令和６年度の運営方針と事業計画 

⑵ その他 

６ 公開、非公開の別 公開 

７ 傍 聴 者 ０人 

８ 阿部徹市民センター所長あいさつ 

組織目標としている、気持ちよく利用し利用される施設とするため、忌憚のないご意

見をお願いしたい。 

９ 構成員・職員紹介 

  阿部所長から構成員５名と事務局３名の紹介を行った。 

10 議長選出 

  事務局から、千葉征輝委員を議長とする案を提案し、同委員が議長に選出された。 

11 千葉征輝議長あいさつ 

不慣れな議長にご協力をお願いします。

12 審議内容 

⑴ 令和６年度の運営方針と事業計画 

    資料に基づき事務局から説明を行った。以下、質疑応答等。 

  委 員 バルーン体験を市民センターでできないか。 

事務局 市民センターでは広さが足りないのと、電線が障害になり難しいと思われる。

近隣でできる条件に合うところがないか探して実施を検討する。 

委 員 ＫＭＹプロジェクトの実行委員に、どういった方が構成員となっているか。 

事務局 ＫＭＹ実行委員については令和６年度から行政区長に入っていただいた。他

に行政区長推薦で実行委員を組織したが、各民区のＰＴＡ会長や行政区等で役

員をされている方など、地域で一生懸命に活動されている方が中心となってい
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る。 

委 員 昨年の市民センターまつりで披露された、狐禅寺地区の伝統芸能である天王

獅子舞が後継者不足のために継承が危ぶまれる事態になっている。後継者発掘

のために、市民センターの力をお借りしたい。 

事務局 効果的な方法がないか他地域の事例なども調べて検討していきたい。 

委 員 地域の運営で、世代間交流を推進するための特効薬がなくて困っている。な

にか良い手だてがあればお聞かせ願いたい。 

事務局 市民センターでも世代間の交流の推進については苦慮しているところであり、

いちのせき元気な地域づくり事業を活用するＫＭＹプロジェクトのイベント等

を通じて世代間交流を図ろうとしているが、目標とした成果が出ているかと言

われればまだまだと考えている。 

委 員 子どもをきっかけとするのは良い方法。子どもたちが行きたくなるイベント

などを行うと親がついてくるので、そこで雑談をするなどコミュニケーション

をとることで交流が生まれる。 

 ⑵ その他 

   特になし 

13 担 当 課 一関市狐禅寺市民センター 


